
Ⅰ. はじめに

日本の自殺死亡率は平成20年度で24.0 (人口10

万対) であり１)､ 先進 7カ国中最も高く､ 早急な

対策が必要といわれている｡ また､ フィンランド

における大規模な心理学的剖検調査によると自殺

者の90％以上が生前に精神障害に罹患していたこ

とが明らかとなっており､ その内訳はうつ病が66

%､ アルコール依存症・使用障害が42％で高率で

あったことが明らかにされている２)｡ 日本では高

橋のパイロットスタディで精神障害の診断ができ

るのは自殺者の約70％と報告されている３)｡

平成18年には自殺対策基本法が公布・実施され､

多くの調査､ 研究､ 対策の実施が行われていると

ころである｡ 以前から特にうつ病に対する調査研

究は盛んに行われており､ 特に新潟県東頚城郡松

之山町における自殺予防活動は実績も上げてい

る４)｡ しかし､ フィンランドでの自殺既遂者の心

理学的剖検によると､ 男性においては大うつ病と

診断された者よりもアルコール依存症と診断され

た者が多かった､ という報告がある５)｡ また､ ア

メリカにおける大規模調査では､ 双極性障害 (躁

うつ病) では高率でアルコール使用障害が併発し､

アルコール使用障害のない双極性障害に比べ 2倍

以上の自殺企図が報告されている６)｡ さらに日本

ではアルコール依存症者の約30～60％に自殺念慮

があり､ 約10～30％に自殺企図や未遂の経験があ

るという報告もある７,８,９)｡ しかも､ 鈴木のアル

コール依存症者の長期にわたる予後調査では約10

％が自殺しており10)､ アルコール依存症も自殺対

策として重要な位置づけが必要であることが分か

る｡

野田らの研究では､ 自助グループへの入会と例
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【目的】沖縄県内の断酒会に参加しているアルコール依存症者の自殺に関する特徴を明らかにすることを目的とした｡

【方法】平成21年 8～ 9月に､ 沖縄県内の断酒会に参加しているアルコール依存症者128名を対象として､ 無記名自記

式質問紙調査を行い､ 自殺に関する意識および態度について質問した｡

【結果】101名から回答が得られ (回収率78.9％)､ 回答不備を除き､ 有効回答97名 (有効回答率75.8％) を分析対象と

した｡ 男性85名 (87.6％)､ 女性12名 (12.4％)､ 平均年齢52.0歳 (標準偏差11.2歳) であった｡ 過去に自殺念慮があっ

た者は58名 (59.8％)､ 自殺未遂の経験者は､ 31名 (32.0％) と､ どちらとも全国調査と比べ高い割合であった｡ さら

に男性において､ 自殺未遂経験と関連のみられた項目は､ ｢年齢｣ ｢10代からの飲酒｣ ｢アルコール依存症と診断され

た年齢｣ ｢断酒会への出席状況｣ であり､ その他の ｢婚姻状況｣ ｢同居者の有無｣ ｢断酒期間｣ ｢再飲酒の有無｣ では統

計学的に有意差はみられなかった｡

【結論】男性で自殺未遂経験のある者は､ 自殺未遂経験のない者と比較して､ 平均年齢が有意に若く､ 10代からの飲

酒があり､ アルコール依存症と診断された年齢が若く､ 断酒会への出席が不規則であった｡ 沖縄県内の断酒会に参加

しているアルコール依存症者では自殺念慮および自殺未遂の経験は全国調査より高い割合であった｡
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会への参加がアルコール依存症の予後に影響する

との報告がある11)｡ 沖縄県内にはアルコール依存

症者の自助グループとして断酒会が全県的に展開

されているが､ 自殺に関する調査は行われていな

い｡

そこで本研究では､ 沖縄県内の断酒会に参加し

ているアルコール依存症者の自殺に関連する特徴

を明らかにすることを目的とした｡

Ⅱ. 研究方法

１. 調査期間

調査期間は平成21年 8月～ 9月｡

２. 対 象

沖縄県断酒連合会に所属するほぼ全ての断酒会

例会 (本島12カ所､ 離島 5カ所) を対象会場とし､

各会場の会長へ研究の目的と方法を口頭及び文書

で説明した｡ 同意の得られた会場で調査を実施し

た｡ 対象者は､ 断酒会例会に出席しているアルコー

ル依存症の当事者とした｡

沖縄県断酒連合会：公益社団法人全日本断酒連

盟に所属している沖縄県内のアルコール依存症者

の自助グループ｡

３. 方 法

無記名自記式質問紙調査を実施した｡ 対象者へ

は､ 例会の開始前に口頭及び文書にて研究の目的

と倫理的配慮を説明し､ 同意の得られた者にのみ

回答を依頼した｡ 例会終了後封筒へ入れて厳封し､

回収箱への回収と後日郵送する方法との両方を選

択できるように配慮した｡

４. 倫理的配慮

対象者へは､ 研究への協力は自由意志であるこ

と､ 無記名であること､ 途中辞退も構わないこと､

回答しなくても何ら不利益のないこと､ データは

全てコード化し個人が特定されないこと､ 本研究

以外には使用しないことを口頭および文書にて説

明し同意を得た｡

なお本研究は沖縄県立看護大学の研究倫理審査

委員会の承認を得て実施した｡

５. 調査内容

調査内容は､ 先行文献７,８,10,11)を参考に､ 当事者

の属性 (年齢､ 性別､ 婚姻状況､ 同居家族､ 初飲

年齢､ アルコール依存症の診断年齢､ 断酒会例会

への出席状況､ 現在の断酒期間､ 再飲酒の経験､

断酒出来ている理由等)､ 自殺に関する項目 (自

殺念慮や自殺企図､ 断酒出来ていない場合の自殺

の可能性等を ｢はい｣ ｢いいえ｣ で回答を求めた)

とした｡

６. 分 析

統計学的分析はSPSS ver.14を使用し､ 比率の

比較ではPeasonのχ２検定､ 変量の 2群間比較で

は正規分布していたので Studentの t検定を行っ

た｡ いずれも両側検定で有意水準は 5％とした｡

Ⅲ. 結 果

１. 対象者の背景 (表1)

128名への調査依頼に対し､ 回収数101名 (回収

率78.9%)､ 性別や年齢等基本属性への欠損の多い

データを除外し､ 97名を有効回答とした (有効回

答率75.8％)｡ 男性85名 (87.6％)､ 女性12名 (12.4

％)であった｡ 平均年齢52.0歳 (標準偏差11.2歳)｡

婚姻状況は既婚42名 (43.3%)､ 未婚22名(22.7%)､

離婚または死別26名 (26.8%) であった｡ 独居者

は27名 (27.8%)､ 20歳未満でアルコールを飲んだ

のが72名 (74.2%)､ アルコール依存症と診断され

た年齢の平均は42.3歳 (標準偏差11.4歳) であっ

た｡ 2年以上断酒している者は33名 (34.0%)､ 断

酒期間が 3ヶ月に満たない者は22名 (22.7%) で

あった｡ 再飲酒 (スリップ) の経験は57名 (58.8

％)にあった｡ 現在断酒できているのは断酒会に

参加しているからと答えた者は､ 78名 (80.4％)

であった｡ 月に 1回以上 (規則的に) 断酒会へ参
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加している者は86名 (88.7%)､ 参加が不規則な者

は11名 (11.3%) であった｡

２. 自殺に対する意識および態度 (表2)

｢これまでに真剣に死にたいと考えたことがあ

る (自殺念慮)｣ 者は58名 (59.8％)､ その時に飲

酒していた者は､ 45名 (77.6％) であった｡ ｢真

剣に死にたいと考えて何か行動を起こしたことが

ある (自殺未遂)｣ 者は31名 (32.0％)､ その時に

飲酒していた者は24名 (77.4％) であった｡ ｢自

殺未遂で病院に搬送されたことがある｣ 者は14名

(45.2％) ､ その時に飲酒していた者は 13名

(92.9％) であった｡ ｢これまでに､ このまま酒を

飲んで死ねたらいいのにと考えたことがあった｣

者は55名 (56.7%) であった｡ ｢もし自分が酒を飲

み続けていれば､ 自殺していた可能性がある｣ 者

は54名 (55.7％)､ ｢今現在も死にたいと考えてい

る｣ 者は 6名(6.2％)であった｡

３. 男性の自殺未遂経験有無別特徴 (表3)

今回は女性が12名と少数のため､ 統計的な分析

対象から除外した｡ 男性で自殺未遂経験のある者

は24名 (28.9％)(以下：｢未遂経験あり群｣)､ 自

殺未遂経験のない者は59名 (71.1％)(以下：｢未

遂経験なし群｣)であった｡

自殺未遂経験と ｢婚姻状況｣ ｢同居者の有無｣

｢断酒期間｣ ｢再飲酒の有無｣ では統計学的に有意

差はみられなかった｡

｢未遂経験あり群｣ の平均年齢は46.2±9.1歳で､

｢未遂経験なし群｣ は55.4±10.3歳で､ ｢未遂経験

あり群｣ が統計上有意に若かった｡

｢未遂経験あり群｣ は95.8％が10代からの飲酒

があり､ ｢未遂経験なし群｣ の67.8％と比較して

有意に多かった｡

アルコール依存症と診断された平均年齢は､

｢未遂経験あり群｣ で38.7±7.4歳､ ｢未遂経験な

し群｣ で45.2±11.8歳と ｢未遂経験あり群｣ がア

ルコール依存症と診断された平均年齢が若かった｡
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表２ 自殺に関する意識および態度

ｎ ％

自殺念慮 はい
いいえ

58
39

59.8
40.2

自殺念慮時の飲酒
はい
いいえ
未記入

45
8
5

77.6
13.8
8.6

自殺未遂
はい
いいえ
未記入

31
64
2

32.0
66.0
2.0

自殺未遂時の飲酒
はい
いいえ
未記入

24
6
1

77.4
19.4
3.2

救急搬送 はい
いいえ

14
17

45.2
54.8

救急搬送時の飲酒 はい
いいえ

13
1

92.9
7.1

このまま死ねたらいいのに
はい
いいえ
未記入

55
41
1

56.7
42.3
1.0

飲み続けていれば自殺していた
はい
いいえ
未記入

54
36
7

55.7
37.1
7.2

今も死にたい
はい
いいえ
未記入

6
89
2

6.2
91.8
2.0

表１ 対象者の背景 (n=97)

ｎ ％

性別
男性
女性

85
12

87.6
12.4

婚姻状況

既婚
未婚

離婚または死別
未記入

42
22
26
7

43.3
22.7
26.8
7.2

同居者
あり
なし

70
27

72.2
27.8

初めて飲酒した年齢
10代
20代
未記入

72
24
1

74.2
24.7
1.1

アルコール依存症と
診断された年齢

30歳未満
30歳以上40歳未満
40歳以上50歳未満
50歳以上
未記入

11
26
27
25
8

11.3
26.8
27.8
25.8
8.3

断酒期間

3ヶ月未満
3ヶ月以上2年未満

2年以上
未記入

22
41
33
1

22.7
42.3
34.0
1.0

再飲酒 (スリップ)
の有無

あった
なかった
未記入

57
37
3

58.8
38.1
3.1

断酒会に参加している
から断酒できる

はい
いいえ
未記入

78
17
2

80.4
17.5
2.1

断酒会への参加状況
規則的
不規則

86
11

88.7
11.3



断酒会への出席状況を見ると､ ｢未遂経験あり

群｣ は週 1回以上が79.2％､ 不規則が20.8％､ ｢未

遂経験なし群｣ は週 1回以上が72.9％､ 不規則が

6.8％と ｢未遂経験あり群｣ の不規則な参加が多

かった｡

Ⅳ. 考 察

１) 自殺念慮および自殺未遂の経験率

本調査では､ 過去に自殺念慮があった者が約 6

割おり､ 全国調査12)の約 4割と比較すると高い割

合である｡ また､ 自殺未遂は約 3割で､ 全国のそ

れは 2割とこちらも高い割合である｡ 全国調査で

の対象者の平均年齢は60歳であり､ 今回の沖縄県

での調査では平均年齢が52歳と若い会員が多い｡

自殺念慮や自殺未遂の経験のある群は､ ない群に

比べて平均年齢は低い傾向があり､ それが今回の

調査と全国調査との差に繋がった可能性がある｡

WHOのJose M Bertolote氏が､ ｢自殺予防はあ

る地域に該当することが､ かならずしも､ そのま

ま他の地域にも当てはまるとは限らない｣ と述べ

ており13)､ 沖縄県の断酒会に参加しているアルコー

ル依存症者は全国のそれと比較すると若い傾向が

あり､ 沖縄県の特色を踏まえた対策が必要となる

と考えられる｡

２) 自殺念慮や自殺未遂時の飲酒

斉藤の調査によると､ 自殺念慮や自殺企図は､

連続飲酒で身体が酒を受け付けなくなっている時

が最も多いと報告している14)｡ また､ 自殺企図者

の30～70％､ 自殺既遂者の18～66％において企図

時に酩酊していたことも報告されている15)｡ 本調

査でも自殺念慮や自殺未遂は約 8割が飲酒時に起
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表３ 男性の自殺未遂有無別背景および自殺に関する意識・態度 ( )内は％

未遂経験あり
n＝24

未遂経験なし
n＝59

有意確率

平均年齢 46.2±9.1 55.4±10.3 P<0.001

婚姻

既婚
未婚
離婚または死別
未記入

6 (25.0)
9 (37.5)
7 (29.2)
2 ( 8.3)

31 (52.5)
11 (18.7)
13 (22.0)
4 ( 6.8)

0.055

10代でアルコールを飲んだ
はい
いいえ
未記入

23 (95.8)
1 ( 4.2)
0 ( 0.0)

40 (67.8)
18 (30.5)
1 ( 1.7)

0.009

アルコール依存症と診断された平均年齢 38.7±7.4 45.2±11.8 0.019

断酒できているのは､ 断酒会に参加しているから
はい
いいえ
未記入

19 (79.2)
5 (20.8)
0 ( 0.0)

46 (78.0)
12 (20.3)
1 ( 1.7)

1.000

過去に ｢このまま酒を飲んで死ねたらいいのに｣ と考えた
はい
いいえ
未記入

21 (87.5)
3 (12.5)
0 ( 0.0)

22 (37.3)
37 (62.7)
0 ( 0.0)

P<0.001

今現在も死にたい
はい
いいえ
未記入

3 (12.5)
20 (83.3)
1 ( 4.2)

1 (1.7)
58 (98.3)
0 ( 0.0)

0.065

もし酒を飲み続けていれば自殺していた
はい
いいえ
未記入

20 (83.3)
3 (12.5)
1 ( 4.2)

23 (39.0)
32 (54.2)
4 ( 6.8)

P<0.001

断酒会への出席状況
週 1回以上
月 1回以上
不規則

19 (79.2)
0 ( 0.0)
5 (20.8)

43 (72.9)
12 (20.3)
4 ( 6.8)

0.018



こっており､ しかも ｢もし飲み続けていれば自殺

していた可能性｣ も 6割が認めており､ 自殺を予

防するためには断酒が望ましいと考えられる｡ 約

8割が ｢現在断酒できているのは断酒会に参加し

ているから｣ と答えており､ 断酒会への参加で断

酒を行い､ 断酒が継続することによって､ 自殺は

予防できるのではないかと考えられる｡ これは

Murphyら16)の自殺既遂者の調査でも､ 過去にア

ルコール依存症の診断を受けた者で､ 現在は診断

基準を満たさない状態､ つまり断酒が継続できて

いる者は､ 自殺既遂者の中にいなかったとの報告

からも示唆される｡

３) 自殺未遂経験者の特徴 (男性)

男性の自殺未遂経験有無別の特徴では､ ｢未遂

経験あり群｣ が ｢未遂経験なし群｣ に比較して有

意に年齢が若いという結果であった｡ 松本らの研

究17)でも年齢の若い群が､ 年齢の高い群に比較し

て自殺念慮や自殺未遂が多いと報告している｡ こ

れは年齢が高い群のアルコール依存症者は､ これ

までに自殺念慮や未遂の経験がない者が生き残っ

た結果であり､ 自殺念慮や未遂のあった者は既に

死亡しており､ 若い群はまだ死亡していないとい

う事も考えられると述べている｡ しかし､ 今回の

調査では自殺の ｢未遂経験なし群｣ は､ アルコー

ル依存症の診断年齢も高い為､ 単に生き残った者

の意見だけとは考えにくい｡ ｢未遂経験なし群｣

は ｢未遂経験あり群｣ と比較して10代からの飲酒

率は低いため､ 飲酒の開始が遅かったか､ あるい

は飲酒量の増加が遅かった可能性も考えられる｡

その結果､ 高い年齢でアルコール依存症の診断を

受け､ 断酒するために断酒会に繋がったことから､

自殺を考えずに現在も生存していると考えること

もできる｡ したがって本研究および先行文献より､

若い年齢ほど､ またアルコール依存症の診断が若

いほど､ 自殺未遂の危険性があることが示唆され

る｡ しかも､ 一般人口でも15歳から39歳までの死

亡原因の 1位が ｢自殺｣ であることからも１)､ 若

い年齢ほど自殺予防が重要となると考えられる｡

男性の自殺 ｢未遂経験あり群｣ は20％が断酒会

へ不規則な参加をしていた｡ 鈴木の調査では､ ア

ルコール依存症の予後が良好な群ほど断酒会へ入

会しており､ 断酒会への入会がアルコール依存症

の予後に影響を与えていると述べている10)｡ 今回

の調査では､ 断酒会に参加している者を対象とし

ており､ 結果から考えると入会だけではなく､ 規

則的な参加が自殺予防に繋がる可能性も考えられ

る｡

本研究の課題としては､ 断酒会へ参加している

アルコール依存症者を対象としているため､ 断酒

会に参加していないアルコール依存症者の意見を

反映していないこと､ また女性の対象者が少なかっ

た為に､女性の特徴を明らかにすることができなかっ

た点である｡ 同じようなアルコール依存症者の自助

グループであるAA (Alcoholics Anonymous) に

おける調査では自殺念慮､ 自殺企図ともに断酒会

参加者より高かったという報告もあり18)､ また女

性のアルコール依存症者で自殺念慮や自殺未遂の

多いことが知られており12,19)､ 今後は調査対象の

自助グループを追加､ あるいは自助グループに参

加していない者､ また女性対象者の把握などを検

討する必要がある｡

Ⅴ. 結 論

調査結果より､ アルコール依存症者の自殺念慮

や自殺未遂の経験率の高いことが分かった｡ 自殺

予防はうつ病対策だけではなく､ 今後はアルコー

ル問題も重要な対策として位置づけ､ 調査および

研究が望まれる｡

男性のアルコール依存症者で自殺未遂の経験の

ある者の特徴より､ 飲酒は20歳を超えてから行い､

依存症とならないような適正飲酒を心掛け､ 依存

症と診断された場合は､ 断酒会への規則的な参加

と断酒を継続することで､ 自殺行動を予防できる

可能性が示唆される｡
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Attend Alcoholic Self-Help Groups in Okinawa
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Abstract

【Objective】The purpose of this study is to reveal certain characteristics of alcohol-dependent patients who

attend alcoholic self-help groups in Okinawa in relation to their suicidal tendency.

【Subjects & Method】In August and September 2009, anonymous questionnaires were given to 128 alco-

hol-dependent patients who were attending alcoholic self-help groups in Okinawa. The questionnaires in-

quired as to their thoughts and attitudes towards suicide.

【Results】In the course of the study, 101 questionnaires were collected (78.9% of collection rate). After in-

valid responses were removed, 97 valid responses were used for this analysis (response rate of 75.8%). Of the

subjects, 85 (87.6%) were male, and 12 (12.4%) were female. The average age of each subject was 52 (stan-

dard deviation of 11.2 years). In this study, 58 subjects (59.8%) had suicidal thoughts, and 31 subjects

(32.0%) had actually attempted suicide. There was a correlation between male subjects' experiences in sui-

cide attempts and their responses to the following matters: their age, whether or not they started to

drink in their teen years, their age when they were initially diagnosed as alcoholics, and their attendance

record at self-help groups. No statistical significance was observed in male subject's responses to the fol-

lowing matters: their marital status, whether or not they are living with anyone, how long they are ab-

staining from alcohol, and whether or not they started to consume alcohol again.

【Conclusion】The male subjects who had attempted suicide were; young, started to drink in their teens, diag-

nosed as alcoholics at a young age, and only sporadically attended self-help group sessions. Comparing

our survey results to the nation-wide survey results, alcohol-dependent patients who attend alcoholic self-

help groups in Okinawa had higher rates of experiencing suicidal thoughts and attempts.

Key ward: suicide, alcoholic, self-help group, okinawa


